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「エンディング・パラダイス」

佐江衆一 著
（新潮社）

　父の遺言で訪ねた南太平
洋の島に心引かれた昭平。
大国企業の天然ガス採掘に
脅
おびや

かされる村を守るため、
人生最後の戦いに挑む。

「国会議員基礎テスト」

黒野伸一 著
（小学館）

　国会議員に必要なものと
は何か。政治家の資格試験
義務化を巡り、元官僚の橋
本と三世議員の黒部が激突
する選挙の行方は。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／４月12日(木)、26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦装丁、あれこれ	 （桂川潤）
◦倭の五王	 （河内春人）
◦告白	 （旗手啓介）
◦読むパンダ	 （黒柳徹子）
◦トヨタ物語	 （野地秩

つね

嘉
よし

）
◦落語家と楽しむ男着物	（矢内裕子）
◦アマゾンの料理人	 （太田哲雄）
◦歌舞伎と日本人	 （中村義裕）
◦白鵬伝	 （朝田武藏）
◦百年泥	 （石井遊佳）
◦半分世界	 （石川宗生）
◦ヲトメノイノリ	 （石田千）
◦モモコとうさぎ	 （大島真寿美）
◦春待ち雑貨店ぷらんたん（岡崎琢磨）

◦口笛の上手な白雪姫	（小川洋子）
◦雪子さんの足音	 （木村紅美）
◦ヒトごろし	 （京極夏彦）
◦路上のＸ	 （桐野夏生）
◦ジャパゥン	 （清涼院流水）
◦サニー・シックスティーン・ルール
	 （関口尚）
◦編集長の条件	 （長崎尚志）
◦元禄六花撰	 （野口武彦）
◦續

ぞく

太閤私記	 （花村萬月）
◦焔	 （星野智幸）
◦愛が挟み撃ち	 （前田司郎）
◦しょったれ半蔵	 （谷津矢車）
◦珈琲が呼ぶ	 （片岡義男）

平
成
23
年
３
月
11
日
、
私
た
ち
に
と
っ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
地
震
、
大
津

波
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
県
と
の
合
同

追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
ご
遺

族
の
皆
さ
ん
の
心
の
傷
が
、
少
し
で
も
癒

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
３
月
11
日
が
近
づ
く
と
、
当
時
の
こ

と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

震
災
を
忘
れ
ず
に
継
承
す
る
こ
と
が
亡
く

な
ら
れ
た
方
へ
の
供
養
だ
と
、
み
ん
な
が

心
に
刻
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
７
年
間
、
旭
市
が
ど
れ
だ

け
復
興
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
復
興
計
画

で
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
に
進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未

だ
残
っ
て
い
る
事
業
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。河
川
の
開
口
部
の
防
潮
施
設（
フ
ラ
ッ

プ
ゲ
ー
ト
）の
工
事
で
は
飯
岡
地
区
の
３

本
が
着
工
中
で
あ
り
、
７
本
が
未
着
工
で

す
。
県
の
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
周
辺

住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、
一
刻

も
早
く
着
工
し
て
ほ
し
い
と
県
に
強
く
お

願
い
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
改
め
て
復
興
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
き
、
被
災
者
の
心
の
復
興
が
重
要
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
旭
市
も
徐
々
に
海
岸

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

刑
部
岬
に
で
き
た
「
希
望
の
鐘
」、
い
い

お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
花

火
大
会
の
充
実
、
３
・
11
を
継
承
す
る
集

い
や
ト
リ
プ
ル
ア
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
伝

承
活
動
、
そ
し
て
飯
岡
中
の
跡
地
利
用
も

こ
れ
か
ら
の
復
興
の
目
玉
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
人
々
の
心
の
復
興
は
、
に
ぎ
わ
い
と

同
様
、
複
合
的
な
避
難
場
所
の
整
備
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
意
味
で
は
築
山
公
園
、

避
難
道
路
の
建
設
が
防
災
意
識
を
忘
れ
な

い
た
め
の
、
有
形
の
教
訓
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
心
の
復
興
、
安
全
安
心
の
担
保
は
、

後
世
に
継
承
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
施

設
の
建
設
で
あ
り
、
被
災
者
の
心
に
安あ
ん
堵ど

感
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
と
私
は
信
じ

て
、
早
期
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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